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令和７年度当初予算が３月議会定例会で可決されましたのでお知らせします。
予算の編成にあたっては、町の将来像「未来につなげる幸せのまち のへじ」を目指すべく、

６つの基本目標を軸にして、予算の効率的な配分に努めました。
一般会計予算は７６億２,９００万円となり、昨年度より３億１,１００万円（３.９％）の減

となりました。新庁舎建設事業費の減が主な要因です。

令和７年度 令和６年度 増 減

特 別 会 計 3,485,132 3,593,321 ▲ 108,189

国 民 健 康 保 険 事 業 1,487,947 1,567,069 ▲ 79,122

後期高齢者医療保険事業 210,777 213,373 ▲ 2,596

介 護 保 険 事 業 1,757,529 1,782,843 ▲ 25,314

下 水 道 事 業 28,879 30,036 ▲ 1,157

特別会計

企業会計 (水道事業)

単位：千円

単位：千円

令和７年度 令和６年度 増 減

収 益 的 収 支 270,000 281,000 ▲ 11,000

資 本 的 収 支（収入) 73,600 85,000 ▲ 11,400

資 本 的 収 支（支出) 200,000 199,900 100
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町では、将来像実現に向け、第６次野辺地町まちづ
くり総合計画を策定し、６つの基本目標と２９の施
策を基に、健全財政の維持と住民福祉の
向上に向けて、町政運営を行っています。
ここからは、６つの基本目標から今年
度町が行う主な事業の内容と予算額をお
知らせします。

基本目標１ 支え合い切れ目のない保健福祉

入学祝い金事業 805万円
小学校・中学校への入

学時に５万円の祝い金を
交付します。

妊婦のための支援給付金事業
649万円
全ての妊婦や子育て世帯が安心して出

産・子育てできるよう、妊娠期から出産・
子育てまで面談などを通じて相談に応じ
るとともに、妊娠時に５万円・出産時に
10万円を給付します。

児童館建設事業費
1,008万円
統合小学校新築事業に合

わせて、小学校の敷地に児童
館の建設を行います。令和
７年度は実施設計を行いま
す。

乳幼児・子ども医療費給付事業 4,516万円
乳児から小学校就学前の児童、小学校入学から

高校生相当までの児童・生徒の医療費を助成しま
す。乳幼児医療については、平成28年から所得
制限を廃止していましたが、令和６年10月から、
乳幼児以外の子どもの医療費も所得制限を廃止
しました。また、これまで対象は中学校卒業まで
でしたが、高校生相当までに拡大しました。

保育料無償化事業
保育所利用料は、これまで３才児以降は国の事業

により無償化されていましたが、令和６年10月か
ら、町独自の取り組みとして、０才から２才児の無
償化を実施し、町と国の事業をもって、町内の全て
の園児の保育所利用料を無償化しています。

高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業 361万円
高齢者の心身の多様な課題に対応するため、次に

あるような、より一層きめ細やかな支援を実施しま
す。
・フレイル予防等の健康教育と健康相談
・シニアゲーム介護予防事業
・介護予防サークル活動支援
・健康状態不明者への訪問指導

妊婦等包括相談支援アプリ導入事業
182万円
新たに、妊婦や子育て世帯がスマー

トフォンなどで24時間いつでも医師
に相談できる環境を構築し、疾病の重
症化予防に繋げます。

基本目標２ 工夫と連携の地域産業（その１）

農業振興事業 381万円
町農業振興対策協議会への肥

料などの購入助成を継続するほ
か、栽培技術向上のための資材
購入等へ補助を行います。

民有林野造林事業 300万円
新たに、森林所有者や森林組合

が行う造林事業を対象に、国・県
補助金を併せた嵩上げ補助を行
います。

鳥獣被害防止対策事業 73万円
鳥獣などによる被害が年々増えてきている

ことから、新たに、有害鳥獣の捕獲を行った
方へ奨励金を交付します。また、鳥獣被害対
策実施隊の後継者育成事業として、引き続き、
免許等の取得に係る経費の助成を行います。

野辺地特産品販売促進事業 42万円
東京都で開催される「青森人の祭典」などへの参加を

目的とした「のへじ特産品販売促進実行委員会」の事業
費を助成します。

特 特
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基本目標２ 工夫と連携の地域産業（その２）

地まきホタテ稚貝放流事業 500万円
夏の高水温などの影響により、被害を受けているホタテ養殖を再建させるため、稚貝放流に係る経費を補

助します。

ホタテ養殖漁業者支援事業 570万円
昨年度から引き続き、稚貝の確保のための採苗器の購入費用を補助します。

基本目標３ 誰もが学べる教育

統合小学校事業費 1億1,492万円
野辺地小学校と若葉小学校の統合校舎

の新築に向けて、検討委員会で議論を重
ね、令和６年度に基本構想を策定し、基本
設計を行いました。
令和７年度は、詳細図面の作成と実施設

計を行います。

高校魅力化事業 189万円
新たに、野辺地高校の魅力化づくり支援として、資格取

得費や制服購入費、通学費用等の補助を行います。

給食費無償化事業
令和６年10月から、県の交付金を活用

して給食費の無償化を行っています。

学習用タブレット更新事業 6,278万円
小中学校で児童生徒が使用

する学習用タブレットが更新
時期を迎えるため、県との共
同調達により更新します。

国民スポーツ大会関連事業 247万円
令和８年の青森県開催の国民スポーツ大会に

向けた運営準備を行います。令和７年度は、町
ホームページに国スポ特設ページを作成するほ
か、大会啓発用品の作成等を行います。

日本遺産３港連携事業 117万円
日本遺産認定３町（鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町）が連携

し、スタンプラリーやPRグッズの作成などを実施します。
令和７年度は、新たに鯵ヶ沢町と野辺地町の祭り担い手

文化交流事業を行います。

校務支援システム導入事業 385万円
教育現場で扱うデータを電子化し、一括管理するシステ

ムを県との共同調達により導入することで、学校における
働き方改革を進めます。

基本目標４ 住み続けたくなる生活環境（その１）

救助工作車更新事業 1億9,577万円
野辺地消防署の老朽化した救助工作車

を更新します。（令和８年度に納車される
繰越事業）

馬門地区消防団屯所移転事業 5,318万円
現在、津波の浸水区域にある消防団第４分団（馬門地区）の屯

所を移転し消防車の浸水を避けるとともに、浸水の心配のない場
所にある屯所へ消防団員を招集し住民避難や消防活動に専念して
従事できる環境を整えます。令和７年度は新築工事を行います。

消防団消防ポンプ車更新事業 3,330万円
消防団第２分団（浜町、八幡町、新道、

新町）の老朽化した消防ポンプ
車を更新します。（令和８年度
に納車される繰越事業）

空家対策事業 1,068万円
空家の適正管理を推進するため、令和７年度は、空家等

対策計画更新のための空家等現地調査などを行います。

特 特
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基本目標４ 住み続けたくなる生活環境（その２）

移住定住促進事業 704万円
移住定住の推進のため、以下の取組などを行いま

す。
・県外から転入された方の引越費用助成の新設
・県外から転入された方の自動車運転講習費用助
成の新設

・県外からの40歳未満の移住者への家賃補助
・空き家バンク登録物件の取得補助
・東京圏の大学生が県内で就職活動する際の交通
費助成

河川管理事業 6,010万円
御手洗瀬川改修工事及び大月平地区外水路浚

渫工事を行い、水辺周辺の環境改善を行います。

まちの魅力発信事業 419万円
町の知名度を向上させるため、以下の取組を行い

ます。
・体験ツアー及び旅費助成の継続
・体験ツアー者等の滞在先として活用できるお試
し住宅を新たに設置

・移住関連ポータルサイトの運用

町道新設改良事業 1億527万円
枇杷野松ノ木線道路改良工事のほか２路線の

改良・新設工事や中渡橋の補修工事設計業務など
を行います。

結婚新生活支援事業 354万円
結婚に伴う新生活を経済的に

支援するため、家賃や引っ越し
費用などを助成します。

基本目標５ 活用して保全する環境

資源ごみ回収事業 1,256万円
令和７年１月以降、新しいご

み袋の販売を開始しており、こ
れまでのものより安く、環境に
やさしい素材になりました。

エネルギー・環境教育実践事業 29万円
町内小学５年生を対象に、外部から講

師を招き省資源や省エネルギーに対す
る理解を深める講義を開催します。

基本目標６ メリハリのある行財政

個別施設計画改定事業 557万円
計画的な公共施設マネジメントのため、令和２年度に

策定した個別施設計画について、庁舎の建て替えやコ
ミュニティ防災センターの売却など近年の異動情報を
更新するとともに、各施設の具体的な対応方針を検討し
ます。

第６次まちづくり総合計画策定事業 592万円
町の最上位計画である第６次まちづくり総

合計画は、前期計画期間が令和７年度までと
なっていることから、令和８年度からの後期
計画を令和６年度から２か年かけて策定しま
す。併せて、第２期まち・ひと・しごと創生総
合戦略の見直しも行います。

DX推進アドバイザー活用事業 501万円
デジタルに関して専門知識を持つ外部人材を活用し、

行政手続のデジタル化や事務の効率化などを推進します。

公式SNS導入事業 153万円
町の情報を適切なタイミングで提供できるよう、町公

式ＬＩＮＥを導入し、町民の皆さんが情報をスムーズに
取得できる仕組みづくりを進めます。

ふるさと納税推進事業 442万円
ふるさと納税による寄附

金額増加のため、ポータル
サイトの検索連動型広告や
返礼品画像のアップデート
などを行います。

特 特
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令和６年度野辺地町・野辺地町教育委員会
文化賞・スポーツ賞 授与式

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
２
月
26

日
、
令
和
６
年
度
野
辺
地
町
・
野
辺

地
町
教
育
委
員
会
文
化
賞
・
ス
ポ
ー

ツ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授

与
式
で
は
野
村
町
長
と
小
野
教
育
長

か
ら
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
た
受
賞
者
の
方
々
へ
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
た
鈴
木
幹
人
氏
が
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

◆
文
化
優
秀
賞

《
個
人
》
手
間
本
彩
女
、
倉
岡
桜

愛
、熊
谷
優
羽
、岩
﨑
凛
人
、佐
々

木
実
結
愛
、
青
野
凌
空
、
小
比
類

巻
こ
こ
ろ
、澤
田
知
希
、四
戸
杏
、

田
中
逢
生
、
田
村
樹
太
、
古
林
結

衣
、
上
野
二
葉
、
岩
﨑
翔
蒼
、
中

山
拓
翔
、新
山
瑚
倫
、平
野
愛
梨
、

山
脇
千
惺
、
飯
田
美
桜
、
江
刺
家

穂
香
、
大
丸
怜
華
、
甲
地
美
織
、

髙
松
ユ
リ
、
田
中
陽
翔
、
千
田
優

翔
、
沢
田
千
晴
、
田
中
凛
、
大
西

愛
結
、
髙
松
ア
ヤ
、
大
山
心
桜
、

髙
村
璃
央
、
中
山
も
え
、
針
替
こ

ず
え
、
目
時
花
、
赤
泊
雄
大
、
太

田
典
和
、柏
葉
侑
斗
、鎌
本
瑛
翔
、

船
橋
ゆ
り
、
山
本
雫
月
、
古
林
芽

衣
、
横
浜
将
来

《
団
体
》
友
香
そ
ろ
ば
ん

◆
文
化
功
労
賞

鈴
木
幹
人
（
地
域
史
研
究
）

◆
文
化
指
導
者
賞

野
坂
弘
子
（
文
化
少
年
団
活
動
）

◆
文
化
奨
励
賞

《
個
人
》
鎌
本
咲
紅
、
大
西
雪
乃
、

柏
葉
総
悟
、
太
田
悠
平
、
赤
泊
も

も
な
、
大
西
紗
綾

《
団
体
》

野
辺
地
中
学
校
吹
奏
楽
部

受
賞
者
一
覧
《
敬
称
略
》

野
辺
地
町
教
育
委
員
会
文
化
賞

野
辺
地
町
文
化
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

長
濵
竹
美
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
）

野
辺
地
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

羽
、
松
田
倖
宝
、
渡
會
叶
夢

◆
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

《
個
人
》
本
間
郁
弥
、
洞
内
陽
葵
、

柴
崎
夏
鈴
、
小
坂
心
惟
、
上
野
花

恋
、
沼
尾
矯
太
、
沼
尾
駿
翔
、
野

田
真
永
、
久
保
田
璃
胡
、
平
山
梨

暖
、
野
坂
美
心
、
小
又
莉
湖
、
菅

本
美
空
、中
村
貴
保
、松
尾
未
来
、

三
浦
翠
、
木
村
咲
、
敦
賀
乃
愛
、

大
森
陽
乃
、
佐
々
木
穂
希
、

山

心
絆
、
島
谷
幸
実

《
団
体
》
野
辺
地
高
等
学
校
男
子
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
八
戸
学
院
野
辺

地
西
高
等
学
校
空
手
道
部
男
子
・

女
子
、
野
辺
地
中
学
校
男
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

《
個
人
》
大
湊
正
敏
、
金
澤
年
男
、

木
村
勇
、
久
保
田
重
光
、
熊
谷
重

夫
、
蔵
川
進
、
齊
藤
正
治
、
柴
崎

強
、
清
水
目
勝
則
、
藤
谷
順
一
、

山
﨑
國
雄
、
山
村
悠

《
団
体
》
野
辺
地
野
球
ク
ラ
ブ
50

◆
ス
ポ
ー
ツ
優
良
賞

《
個
人
》
乙
部
海
仁

◆
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

《
個
人
》
荒
谷
漣
、
古
川
翔
稀
、
吹

越
星
南
、大
船
心
夢
、大
船
柊
真
、

目
時
花
、
中
山
も
え
、
飛
内
咲
良

《
団
体
》
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
辺
地
空
手

道
会
、
野
辺
地
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

野
辺
地
町
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
賞

◆
ス
ポ
ー
ツ
大
賞

成
田
公
教
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
個
人
》
横
濵
汐
莉
、
本
間
智
貴
、

松
田
涼
那
、
乙
部
海
音
、
熊
谷
優

謝辞を述べる文化功労賞を
受賞した鈴木幹人さん

スポーツ功労賞
を受賞した長濵
竹美さん

町ース町ース
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野辺地町道野辺地町道
授業授業

職員から昔の道具の説明を受ける小学生

野辺地小学校は３月４日、資料館の出前講
座を活用し、野辺地の昔のくらしと道具を
テーマとした学習を行いました。
授業では、３年生約２６人がスライドで昔
の野辺地小学校や街並みの写真を見て昔の町
の生活を知った後、実際に町で使われていた
洗濯板や炭火アイロン等の民具に触れ、道具
の移り変わりや生活等を学びました。
参加した児童は、興味津々の様子で昔の道
具を手に取り、当時の人々の暮らしぶりにつ
いて思いをはせていました。



旧庁舎模型を見学する町民

役場旧庁舎模型展が３月１０日から２５
日までの間、役場庁舎２階町民ラウンジで
開催されました。
模型は当町出身の山田昭二氏から町の歴

史を伝える資料として、また、思い出に残
る役場旧庁舎を多くの皆さんに観てほしい
と寄贈されたもので、模型展を訪れた町民
は「精巧に作られていて驚いた。旧庁舎を
思い出した。」と感想を述べました。

野辺地野辺地野辺地野辺地

今回発表をした野辺地高校３年生の３人

野辺地高等学校３年生の代表３名が２月１
９日、野辺地中学校２年生を対象に将来の町
の活性化について、調査や研究をする「探究
プロジェクト」の取組報告会が行われました。
中・高連携の取組の１つで探究活動のおも
しろさや高校の授業を知る機会として実施さ
れ、報告を受けた中学生は「中学生とはレベ
ルが違い、資料も見やすく、参加者の反応を
見ながら自分の言葉で発表していて、とても
かっこよかった」と感想を述べていました。



小野教育長（左）と髙田会長（右）

野辺地地区交通安全協会（髙田光雄会長）
が２月２７日、町教育委員会に新入学児童
用の交通安全のイラストが描かれた文具の
セットを寄贈しました。
髙田会長は「グッズを持ち帰り、家庭で

交通安全についての話をし、事故防止につ
なげてほしい」と話していました。

町ース町ース
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ち人口
令和７年２月末現在（前月比）
人 口 11,830名 （－ 2 1 ）
男 5,534名 （－ 1 2 ）
女 6,296名 （－ 9 ）
世帯数 6,318世帯（－ 3 ）

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
４月16日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
４月８日（火）９時～12時
中央公民館 第２会議室
相談担当：人権擁護委員
◆問合先 介護・福祉課
☎64－2111
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
４月４日（金）14時～
５月９日（金）14時～
健康増進センター
◆問合先 総務課
☎64－2111（内線207）
※要予約（定員に達し次第締切）
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
５月20日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先 総務課（内線207）
●教育相談
（不登校に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
☎090－2604－9408
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
野辺地町地域包括支援センター

☎72－1018／72－1023

◆
実
施
期
間

４
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

◆
統
一
標
語

『
守
り
た
い

未
来
が
あ
る
か

ら

火
の
用
心
』

◆
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

◇
４
つ
の
習
慣

１
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。

２
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

３
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

４
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◆
統
一
標
語

『
ふ
る
さ
と
の

山
を
守
ろ
う

火
の
手
か
ら
』

◆
実
施
期
間

４
月
26
日
（
土
）
～

５
月
６
日
（
火
）

◆
重
要
事
項

春
の
野
山
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
う
え
、
地
面
に
は
落
ち
葉
な
ど
が

堆
積
し
て
お
り
、
山
火
事
が
発
生
し

や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
火
事
の
多
く
が
、
ち
ょ
っ
と
し

た
火
の
取
扱
の
不
注
意
に
よ
り
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

◇
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

◇
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、

さ
せ
な
い
こ
と

◆
問
合
先

北
部
上
北
広
域
事
務
組

令
和
７
年

春
の
火
災
予
防
運
動

令
和
７
年
山
火
事
予
防
運
動

◇
６
つ
の
対
策

１
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

２
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

３
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

４
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

５
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

６
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

◆
地
震
火
災
を
防
ぐ
15
の
ポ
イ
ン
ト

◇
事
前
の
対
策

１
住
ま
い
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

２
家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
（
固

定
）
を
行
う
。

３
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
。

４
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
機
器
の
周
辺

は
整
理
整
頓
し
、
可
燃
物
を
近
く

に
置
か
な
い
。

５
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使

用
方
法
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

６
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
連
動
型
住

宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
付
加
的

な
機
能
を
併
せ
持
つ
機
器
）
を
設

置
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行

う
。

７
地
震
直
後
の
行
動
（
８
～
10
）
に

つ
い
て
平
時
か
ら
玄
関
等
に
表
示

し
、
避
難
時
に
確
認
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

◇
地
震
直
後
の
行
動

８
停
電
中
は
電
化
製
品
の
ス
イ
ッ
チ

を
切
る
と
と
も
に
、
電
源
プ
ラ
グ

を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

９
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
か
ら
の
油
漏
れ
の
有
無
を
確

認
す
る
。

10
避
難
す
る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
す
。

◇
地
震
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
（
電
気

や
ガ
ス
の
復
旧
、
避
難
か
ら
も

ど
っ
た
ら
）

11
ガ
ス
機
器
、
電
化
製
品
及
び
石
油

器
具
の
使
用
を
再
開
す
る
と
き

は
、
機
器
に
破
損
が
な
い
こ
と
、

近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。

12
再
通
電
後
は
、
し
ば
ら
く
電
化
製

品
に
異
常
（
煙
、
に
お
い
）
が
な

い
か
注
意
を
払
う
。

◇
そ
の
他
日
頃
か
ら
の
対
策

13
自
分
の
地
域
で
の
地
震
火
災
に
よ

る
影
響
を
把
握
す
る
。

14
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
等
へ
参

加
す
る
。

15
地
域
の
防
災
訓
練
へ
参
加
す
る
な

ど
し
、
発
災
時
の
対
応
要
領
の
習

熟
を
図
る
。

◆
問
合
先

北
部
上
北
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部

予
防
課

☎
64
‒
０
６
５
０

合
消
防
本
部

予
防
課

☎
64
‒
０
６
５
０
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町
で
実
施
し
て
い
る
衣
類
回
収
業

務
に
つ
い
て
、
一
人
暮
ら
し
で
、
各

公
民
館
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
搬
入
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
次

の
条
件
が
す
べ
て
当
て
は
ま
る
方
の

お
宅
へ
の
訪
問
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

◆
開
始
時
期

４
月
か
ら
（
月
１
回
程
度
）

◆
対
象
と
な
る
方

①
当
町
に
住
所
を
有
し
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
又
は

一
人
暮
ら
し
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
さ
れ
、
外
出
が
困
難
な

方
②
運
搬
手
段
が
な
い
方
（
運
転
免
許

証
を
所
持
し
て
い
な
い
、
自
家
用

車
を
所
有
し
て
い
な
い
な
ど
）

③
町
内
に
親
類
及
び
知
人
等
で
運
搬

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
方
が
い
な
い

方
④
町
が
指
定
す
る
日
に
、
訪
問
し
た

町
職
員
へ
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き

る
方

◆
回
収
の
方
法
及
び
回
収
の
日
時

は
、
月
に
よ
り
変
更
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
合
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
２
）

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
宅

か
ら
の
衣
類
回
収
に
つ
い
て

国
民
年
金
は
、
基
本
的
に
日
本
に

居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
方
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て

次
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
で
加
入
の
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
。

◇
第
１
号
被
保
険
者

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業
者
や

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
す
。
加
入
の
手
続

き
は
、
ご
自
身
で
役
場
町
民
課
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

◇
第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。
加
入
の
手
続
き
は
、
勤
務
先
が

行
い
ま
す
。

◇
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
て
、
年
収
１
３
０
万
円
未
満
の
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
の
方
で

す
。
加
入
の
手
続
き
は
、
第
２
号
被

保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い

ま
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会
社

を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第
１
号
被

保
険
者
（
又
は
第
３
号
被
保
険
者
）

へ
の
切
替
え
手
続
き
が
必
要
と
な
り

国
民
年
金
へ
の
加
入
方
法

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
７
４
９
５

◇
町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

◆
保
険
料
納
付
期
限

３
月
分

４
月
30
日
（
水
）

松
く
い
虫
に
よ
る
マ
ツ
枯
れ
に
つ

い
て
、
県
内
で
は
深
浦
町
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
が
、
県
内
各
地
で

発
生
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
農
林
水

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
・
経
済

の
ほ
か
、
青
森
県
が
誇
る
自
然
景
観

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

町
民
の
皆
さ
ま
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
６
～
９
月
頃
は
マ
ツ
を
伐
採
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
の
原
因
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
は
、
マ
ツ
類
を
伐
採
し

た
際
に
発
生
す
る
臭
い
に
集
ま
る
習

性
が
あ
る
た
め
、
活
動
期
（
６
～
９

月
）
に
は
、
マ
ツ
類
を
伐
採
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
未
被
害
地
の
丸
太
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

マ
ツ
丸
太
や
苗
木
を
被
害
地
か
ら

｢松
く
い
虫
被
害
の
予
防
｣に
つ
い
て

持
ち
込
む
と
、
松
く
い
虫
被
害
を
呼

び
込
む
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
県
内

の
未
被
害
地
の
も
の
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
枯
れ
た
マ
ツ
類
を
見
か
け
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
葉
が
黄

色
に
変
色
し
た
り
、
枯
れ
た
マ
ツ
を

早
い
段
階
で
取
り
除
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
自
宅
の
庭
木
や
街
路
樹
、
山

林
な
ど
、
身
の
回
り
で
枯
れ
て
い

る
、
又
は
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
マ
ツ

類
を
見
つ
け
た
ら
左
記
連
絡
先
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先

◇
産
業
振
興
課
（
内
線
２
１
９
）

◇
上
北
農
林
水
産
事
務
所
林
業
振
興
課

☎
０
１
７
６
‒
２
４
‒
３
３
７
９

◇
上
北
森
林
組
合

☎
０
１
７
６
‒
６
９
‒
１
２
０
０

宿
泊
を
伴
う
使
用
料
が
４
月
１
日

か
ら
次
の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

◆
申
込
・
問
合
先

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

☎
０
１
７
６
‒
５
６
‒
２
３
９
３

刈
払
機
作
業
に
お
け
る
事
故
防
止

の
た
め
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る

た
め
の
「
刈
払
機
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
開
催
日

５
月
30
日
（
金
）

◆
時
間

８
時
半
～
16
時
半
ま
で

◆
場
所

刈
払
機
(草
刈
機
)講
習
会
を

開
催
し
ま
す

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
（
上
北

郡
東
北
町
大
字
大
浦
字
道
ノ
下
１
０

４
番
地
６
）

◆
募
集
人
員

１
０
０
名
程
度

◆
受
講
料

１
１
，
０
０
０
円

※
別
途
５
０
０
円
で
昼
食
提
供
可

◆
申
込
方
法

青
年
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込

フ
ォ
ー
ム
又
は
電
話
に
よ
る
申
込
み

◆
申
込
締
切

４
月
30
日
（
水
）
正
午
ま
で

◆
申
込
・
問
合
先

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

☎
０
１
７
６
‒
５
６
‒
２
３
９
３

テント泊 企業 一般

３００
円

８００
円

５００
円

新
価
格 管
内
団
体５０

円
６００
円

３００
円

旧
価
格

※１泊あたりの料金
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「
め
ぐ
み
の
会
」
は
、
地
域
と
の

交
流
を
通
し
て
障
が
い
者
理
解
を
図

り
、
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
地

域
支
援
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

在
宅
の
精
神
障
が
い
者
及
び
そ
の
家

族
が
集
ま
っ
て
交
流
を
行
い
ま
す
。

月
に
１
回
開
催
し
て
い
て
、
調
理

実
習
や
製
作
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
程
（
月
１
回
、
木
曜
日
開
催
）

◇
令
和
７
年

４
月
17
日
、
５
月
15
日
、

６
月
12
日
、
７
月
10
日
、

８
月
21
日
、
９
月
18
日
、

10
月
16
日
、
11
月
13
日
、

12
月
18
日

◇
令
和
８
年

１
月
15
日
、
２
月
19
日

３
月
12
日

◆
時
間

９
時
半
～
15
時

（
12
月
以
降
は
10
時
～
15
時
ま
で
）

◆
場
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
在

宅
で
社
会
復
帰
・
自
立
を
希
望
し
、

主
治
医
が
い
る
精
神
障
が
い
者
及
び

精
神
障
が
い
者
地
域
生
活

支
援
事
業
「
め
ぐ
み
の
会
」

そ
の
家
族

◆
問
合
先

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
１
１
５
）

「
ぴ
ゅ
あ
の
へ
じ
相
談
室
」で
は
、

身
体
・
知
的
・
精
神
の
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
や
家
族
の
方
で
家
か
ら
出

ら
れ
な
い
、
心
配
事
が
あ
る
、
仕
事

は
で
き
な
い
が
何
か
し
た
い
、
家
か

ら
出
て
活
動
し
た
い
等
、
総
合
的
・

専
門
的
な
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
等
の
日
中
に
お

け
る
活
動
の
場
を
提
供
し
、
小
物
づ

く
り
や
製
作
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
場
所

野
辺
地
町
役
場

◆
費
用

無
料

※
実
費
負
担
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

障
害
者
手
帳
所
持
者
、
手
帳
は
な

い
が
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

と
そ
の
家
族
。

※
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
１
１
５
）

｢ぴ
ゅ
あ
の
へ
じ
相
談
室
」
を
開
設

～
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
へ
～

◆
日
程

◇
８
月
31
日
（
日
）

開
会
式
・
陸
上
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
（
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
）

◇
９
月
６
日
（
土
）

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
新
青
森
県
総
合

運
動
公
園
）

◇
９
月
７
日
（
日
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
青
森
市
屋
内
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
盛
運
輸
サ
ン
ド
ー
ム
））

◇
９
月
14
日
（
日
）（
予
定
）

ボ
ッ
チ
ャ
（
青
森
県
身
体
障
が
い

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ね
む
の
き
会
館
体

育
館
（
予
定
））

◇
９
月
14
日
（
日
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
(ア
オ
モ
リ
ボ
ウ
ル
)

◇
９
月
28
日
（
日
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
競
技
・
水

泳
（
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
）

◆
参
加
資
格

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
12
歳
以

上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方①
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
方

②
原
則
と
し
て
愛
護
手
帳
を
所
持
す

る
方

③
原
則
と
し
て
精
神
保
健
福
祉
手
帳

を
所
持
す
る
方

◆
参
加
費

第
33
回
青
森
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

無
料
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
み

ゲ
ー
ム
代
・
貸
シ
ュ
ー
ズ
代
が
必
要
）

◆
申
込
期
間

５
月
７
日
(水
)～
６
月
13
日
(金
)

◆
申
込
先

介
護
・
福
祉
課

◆
そ
の
他

①
本
大
会
は
第
25
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
青
森
大
会
）
の
予

選
会
と
な
り
ま
す

②
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
ゲ
ー
ム
代
金

は
、
４
月
下
旬
に
各
市
町
村
へ
送

付
予
定
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
実
施

要
綱
に
記
載
し
ま
す

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
も
前
大
会
同

様
に
実
施
予
定
で
す
が
、
確
定
で

は
な
い
た
め
詳
細
は
大
会
実
施
要

綱
（
４
月
下
旬
公
表
予
定
）
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
合
先

青
森
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
実
行

委
員
会
事
務
局
（
ね
む
の
き
会
館
）

☎
０
１
７
‒
７
３
８
‒
５
０
３
３

kenspo@
nem
unoki.jp

児
童
館
行
事

◆
避
難
訓
練

21
日
（
月
）
16
時
～

◆
支
援
拠
点
事
業

の
へ
じ
ら
ん
ど

こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り

講
師
：
子
育
て
支
援
員

23
日
（
水
）
10
時
～

◆
新
登
録
児
を
迎
え
る
会

26
日
（
土
）
10
時
半
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
総
会

28
日
（
月
）
18
時
半
～

◆
問
合
先

児
童
館

☎
64
‒
３
１
０
６

三
沢
基
地
航
空
祭
ポ
ス
タ
ー
の

一
般
公
募

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
は
、
令
和

７
年
度
三
沢
基
地
航
空
祭
に
お
け
る

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
内
容

航
空
祭
を
効
果
的
に
広
報
で
き
る

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

◆
テ
ー
マ

自
由

◆
応
募
締
切

５
月
11
日
（
日
）

（
※
メ
ー
ル
、
郵
送
共
に
必
着
）

◆
選
考
結
果
発
表

５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬

◆
応
募
資
格

日
本
国
内
に
在
住
し
て
い
る
個
人

又
は
、
団
体

◆
応
募
要
領

三
沢
基
地
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
、
Ｘ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

航
空
祭

事
務
局

☎
０
１
７
６
‒
５
３
‒
４
１
２
１

（
内
線
４
９
９
８
、
４
９
９
９
）

m
sw
pub1101@
inet.aci.m
od.go.jp

公式ＨＰ

公式 Ｘ
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毎
年
４
月
か
ら
期
間
を
設
け
、
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

を
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
制
度
は
、
納
税
者
の
方
が
自

分
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の

価
格
に
つ
い
て
、
周
辺
の
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
の
価
格
と
比
較
し
、

自
分
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
で

あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

◆
縦
覧
期
間

毎
年
、
庁
舎
の
４
月
最
初
の
開
庁

日
か
ら
、
そ
の
年
の
固
定
資
産
税
の

第
１
期
の
納
期
限
の
日
ま
で
（
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で

◆
場
所

税
務
会
計
課
窓
口

◆
手
数
料

無
料

◆
縦
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

◇
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・

価
格

◇
家
屋
価
格
縦
覧
帳
簿

所
在
・
家
屋
番
号
・
構
造
・
種
類
・

床
面
積
・
価
格

◆
縦
覧
で
き
る
方

縦
覧
さ
れ
る
土
地
、
家
屋
と
同
一

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

青
森
県
で
は
、
県
税
の
口
座
振
替

の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

県
税
の
納
税
は
、
便
利
で
安
全
・
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
税
口
座
振
替
制
度
の
お
知
ら
せ

町
内
に
所
在
す
る
土
地
、
家
屋
の
納

税
者
及
び
そ
の
代
理
人
（
生
計
を
一

に
す
る
同
居
の
親
族
、
委
任
さ
れ
た

人
、
相
続
人
、
納
税
管
理
人
及
び
承

継
人
）

◇
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

土
地
の
納
税
者
の
み

◇
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

家
屋
の
納
税
者
の
み

※
非
課
税
や
免
税
点
未
満
な
ど
の
課

税
さ
れ
て
い
な
い
土
地
や
家
屋
の

所
有
者
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◆
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

◇
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

◇
法
人
代
表
者
の
場
合
、
代
表
者
で

あ
る
こ
と
を
証
す
る
公
的
な
書
類

（
例
：
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

（
発
行
か
ら
３
か
月
以
内
の
も

の
））
と
代
表
者
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
法
人
従
業
員
の
場
合
、
従
業
員
証

な
ど
、
法
人
名
と
来
庁
し
た
従
業

員
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
（
名

刺
は
不
可
）
と
従
業
員
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
代
理
人
の
場
合
、
代
理
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
委
任

状
な
ど
）
と
代
理
人
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

◆
問
合
先

税
務
会
計
課
（
内
線
１
３
７
）

◆
申
込
方
法

納
税
者
本
人
の
通
帳
と
預
貯
金
届

出
印
を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の
取
扱

金
融
機
関
又
は
各
県
税
事
務
所
の
窓

口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
留
意
事
項

口
座
振
替
済
通
知
書
及
び
自
動
車

税
種
別
割
納
税
証
明
書
（
口
座
振
替

済
通
知
書
と
一
体
に
な
っ
た
も
の
）

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先

上
北
県
税
事
務
所

納
税
管
理
課

０
１
７
６
‒
２
２
‒
８
１
１
１

（
内
線
２
９
０
）

令和７年度自衛官等採用案内
種 目 資 格 受付期間 試 験 期 日 処 遇 試験場所

一般幹部候補生

一
般

令和８年４月１日現在２２歳以上２６歳未満の方
（修士課程修了者は２８歳未満の方）

令和７年３月１日
～令和７年４月４日

＜１次試験＞
令和７年４月１２日・１３日
（１３日は飛行要員のみ）
＜２次試験＞
令和７年６月１日～７日※
＜３次試験＞（飛行要員のみ）
海：令和７年７月３日～７日※
空：令和７年７月１９日～８月８日※

月額：273,600円（大卒程度）
月額：287,600円（大卒）
月額：290,400円（院卒）

別途連絡
します。

飛
行

幹部候補生 令和８年４月１日現在２０歳以上３３歳未満の者

＜１次試験＞
令和７年４月１２日
＜２次試験＞
令和７年６月１日～７日※

月額：235,000円（短大卒）
月額：252,600円（大卒）

キャリア採用幹部
大卒以上の者で、応募資格に定められた学部・専攻学
科等を卒業後、１年以上の業務経験（経験年数は職種
や職域による）のある者

令和７年３月１日
～令和７年５月１６日

陸：令和７年６月９日
海：令和７年６月１３日
空：令和７年６月１０日～１２日※

２等海・空佐：３７万円～
３等陸・海・空佐：約３５万円～
１等陸・海・空尉：約３２万～約３４万円
２等陸・海・空尉：約３０万～約３２万円
３等陸・海尉：約２９万～約３１万円

技術陸海空曹 ２０歳以上の者で資格免許等の要件を満たす者
陸：令和７年６月９日
海：令和７年６月１６日
空：令和７年６月１０日～１２日※

海・空曹長、１等陸・海・空曹：約２９万～３１万円
２等陸・海・空曹：約２８万～３０万円
３等陸・海・空曹：約２６万～２９万円
＊学歴・職歴等により異なります。

一般曹候補生
１８歳以上３３歳未満の方

令和７年３月１日
～令和７年５月７日

＜１次試験＞
令和７年５月１７日～２５日※
＜２次試験＞
令和７年６月１４日～２９日※

月額：224,600円（高卒）
月額：239,600円（大卒）

自衛官候補生(任期制) 年間を通じて行っております。 別途連絡します。

予備自衛官補

技
能

１８歳以上で各種国家免許資格等を有する方（国家免
許資格等の細部についてはお問い合わせください。） 令和７年１月２２日

～令和７年４月８日 令和７年４月６日～２０日※

[身分]
非常勤特別国家公務員

[教育訓練招集手当] 日額：8,800円
一
般 １８歳以上５２歳未満の方

※ 試験日については、別途指定されます。 ※ 処遇については、令和７年１月現在のものです。 ◎ 細部は下記までお問い合わせ下さい。

〒033-0037 三沢市松園町三丁目６－16 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
自衛隊青森地方協力本部 三沢募集案内所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：08:45～17:30）
E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

★ 個別に相談に応じます。
QRコードからお申し込み

個別相談QR

⇦ 三沢募集案内所instagram

口座振替を
利用できる県税 申込期限 振替日

自動車税種別割
６月納期分（定期賦課分） ４月３０日（水）

納期限の日個人事業税
８月･１１月納期分
（定期賦課分）

～８月中旬
（８月納期分か
ら振替開始）
～１１月中旬
（１１月納期分
から振替開始）

法人県民税･事業税
中間申告分
確定申告分

申告期限の日
※申告期限まで
に申告書が提出
されなかった場
合は口座振替に
なりません。

申告期限の
翌月２５日軽油引取税

特別徴収義務者の申告分
（徴収猶予分を除く）
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２０２５のへじ春まつり ◆問合先 (一財)野辺地町観光協会事務局
☎64－9555

◆開催期間 ４月１９日（土）～５月６日（火）
◆内 容 ・「常夜燈型灯篭と提燈の夜間点灯」（愛宕公園内）

４月１９日（土）～５月６日（火）
点灯時間：１８時～２０時半
※悪天候の場合は点灯を中止します。
※桜の開花状況によっては前倒し、又は延期する場
合があります。

・「第４５回ホタテ駅伝大会」（愛宕公園～町道）
４月２９日（火・祝）
開 会 式 ９時～
競技開始 ９時半～
閉 会 式 １３時半～
・「２０２５あたご ｄｅ Ｍｉｓｅ」（愛宕公園内）
５月３日（土）～５月５日（月）１０時～１５時
☆キッチンカー等の出店あり。
※悪天候の場合は、中止する場合があります。

高齢者の見守り支援
『生活支援体制整備事業』(野辺地町委託事業)の紹介
◆問合先 野辺地町社会福祉協議会（健康増進センター内） ☎64－0401

社会福祉協議会では、高齢者支援の一つとして『生活支援体制整備事業』を町から受託
し、見守り活動を実施しています。
高齢者の皆さまが住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、地域において自立した日常

生活の支援や介護予防の促進など、多様な生活支援サービスの創出を行います。
その一環として、高齢者の皆さまが地域社会から孤立することなく、安心して暮らせる

よう「見守りサポーター（ボランティア）」が自宅への訪問・声掛け等の見守り活動を行っ
ています。また、集会所においてサロン活動（お茶飲み等）を実施している自治会もあり
ます。

≪現在の活動≫
社会福祉協議会では、対象者（７０歳以上の一人暮らし、夫婦世帯、日中一人になる方の

他、健康に不安がある、障がいがある方など）に対して緊急連絡先等の確認を行う作業を
しています。
４月以降、民生委員児童委員や見守りサポーターが訪問の際には、ご対応のほど、よろ

しくお願いします。

※町内では、現在７４人の
見守りサポーターさんが
活動しています！

７０歳以上の一人暮らし、夫婦世帯、日中一人になる方等、見守り
が必要な場合は、野辺地町社会福祉協議会までご連絡ください。

昨年度の「ホタテ駅伝大会」と
「あたご de Mise」の様子
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柴崎地区健康レクリエーション施設
４月２５日（金）オープン！！

◆申込・問合先 森林総合センター ☎64－7952 産業振興課（内線219）

柴崎地区健康レクリエーション施設は、
陸奥湾を眼下に望む抜群のロケーション。
宿泊研修施設『森林センター』のほか、キャ
ンプ場やバンガロー、パークゴルフ場など
多目的に使用できる拓心館などの施設が
整備されています。

※ご利用の際は事前に問合先までご連絡
をお願いします。

【森林総合センター】
部屋名称（人数） 料金（円）/一部屋あたり チェックイン・アウト

楓 ２０１号室（２名） ６，０００円

１５時～翌１０時

白樺 ２０２号室（２名）
檜葉 ２０３号室（４名）

９，６００円紅葉 ２０４号室（４名）
山桜 ２０５号室（４名）
銀杏 ２０６号室（４名）
林檎 ２０７号室（８名） １４，０００円
研修室 （４０名）

１時間 ６００円
９時～１７時

（宿泊しない場合）
※宿泊の場合、無料調理室 （４０名）

浴場（シャンプー・リンス・ボディシャンプー付）
＊上記定員を超える場合、中学生以上１名につき２，０００円追加となります。

【バンガロー（１棟あたり定員４名）】
項目 料金（円）/１棟あたり チェックイン・アウト

宿泊 １２，０００円 １５時～翌１０時
ユニットバス・トイレ、テレビ、冷蔵庫

【その他の施設】
バーベキューハウス １炉 １時間３００円 ８時半～
キャンプ場 １張 ６００円 ８時半～
拓心館 無料 ８時半～１７時
ドッグラン 無料 開始時期は改めて周知します

災害時の避難支援の相談窓口
町では、災害時に、周囲の手助けがあっても
避難が難しい方や自力で逃げられるか不安が
ある方などを対象に、避難支援についての相
談窓口を設置しています。
お気軽にご相談ください。

【相談窓口】野辺地町役場
※平日 ８時半～１７時１５分
☎６４－２１１１
◆高齢の方、障がい等をお持ちの方
介護・福祉課
◆妊婦さん、小さいお子さんがいる方
健康づくり課
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野辺地町認知症高齢者安心外出登録事業
～靴用反射シール（オレンジシール）を配布します～

◆登録・問合先 野辺地町地域包括支援センター（公立野辺地病院内）
☎0175－72－1018／72－1023

認知症等により、自分がどこにいるかわからなくなり自宅に戻れなくなってしまうおそ
れのある方を対象に、「野辺地町認知症高齢者安心外出登録事業」を行っています。この事
業は、事前に登録し、靴用反射シール（オレンジシール）を靴に貼ることでその地域全体で
登録者を見守ります。また、登録情報を関係機関と共有し、行方不明になった場合は早期
発見・保護、早期の身元確認につなげることを目的としています。

物価高騰対策生活応援商品券を給付します
◆問合先 産業振興課（内線220）

◆野辺地町物価高騰対策生活応援商品券
令和７年５月１日時点において、野辺地町の住民基本台帳に登録されている方を対象に、

１人あたり、商品券１冊（５，０００円分）を給付します。
【内訳：専用券１，５００円分（３枚）、共通券３，５００円分（７枚）】

◇商品券利用期間：令和７年７月１日から令和７年９月３０日まで
◇商品券の発送：６月上旬頃を目途に、ゆうパックにて各家庭へ配送します。
※町内全域への配達となるため、世帯によって、配達時期が異なる場合があります。
※不在により受取ができなかった場合、６月中旬頃を目途に再配達します。
※受取方法や不在時の対応等については、広報やホームページでお知らせします。
◇利用店舗：商品券発送の際に「商品券を利用できる店舗一覧」を同封します。

◆対象者 ～以下に当てはまる方はぜひ登録をお勧めします～
◇認知症の診断を受けている、または認知症の疑いがある
◇過去に道に迷ったことがある
◇施設に入所したが、帰宅願望が強い 等
◆事前登録の流れ

◆登録済みの方へ
令和７年４月より、申請書の様式を変更しました。すでに登録している方には、４月中に

新しい申請書をお送りします。申請書の返送を受け、靴用反射シール（オレンジシール）を
配布します。
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ゴールデンウィーク中〔５月３日(土)～
５月６日(火)〕の休館・休業のお知らせ

※体育施設は大会等により利用制限がある場合があります。
施設名 電話番号 休館・休業日

役 場 64-2111 5月3日～5月6日

中 央 公 民 館 64-3054
通常通り

図 書 館 64-2195

歴史民俗資料館 64-9494 特別開館※開館時間
9時～16時

児 童 館 64-3106 5月3日～5月6日

柴崎地区健康レクリ
エーション施設 64-7952 通常通り

町 立 体 育 館 64-1459 通常通り

まかどスポーツ
センター

64-2119
社会教育・
スポーツ課

通常通り※祝日開館時間
９時～17時

（団体予約のみ受付）

地域全体で高齢者等を見守り、行動等で心配な様子が見られたら声をかける・関係機関と
共有する等の行動につながることで、町全体で見守り体制を強化することを目的に令和７年
度から野辺地町認知症高齢者等見守りネットワーク協力店（団体）事業を実施します。
高齢者等が行方不明になることを未然に防止するための体制づくりです。

野辺地町認知症高齢者等見守りネットワーク協力店(団体)事業のお知らせ
◆問合先 介護・福祉課（内線111）

◆対 象 野辺地町内のお店や団体など
※町役場などの公共施設をはじめ、各種店舗等には今後周知する予定です。

◆養成研修 令和７・８年度に、３０分程度の「認知症について」の研修（講話や演習など）
を受講していただき、お店や施設などの入口に貼るステッカーをお渡しします。

〈養成研修受講後の町からの支援〉
①毎年協力店（団体）を巡回し、
困ったことなどをお聞きします。

②３～５年ごとにフォローアップ
研修も予定しています。

施設名 電話番号 休館・休業日

勤労青少年ホーム 64-9657 通常通り※祝日開館時間
9時～17時青少年体育センター 64-9657

屋内温水プール 64-9777 通常通り※祝日開館時間
13時～17時

クリーン・ペア・はまなす 68-2508

通常通り
（対象廃棄物：可燃
ごみ・粗大ごみ・ペッ
トボトル・空き缶・
空きびん）

一般廃棄物最終処分場 64-0139
通常通り
（対象廃棄物：不燃
ごみ）

観光物産ＰＲセンター 64-9555 通常通り



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付
窓
口
を
開
設
４
月
13
日
（
日
）、
５
月
11
日
（
日
）、
６
月
８
日
（
日
）
９
時
～
12
時

※
電
子
証
明
書
の
更
新
も
受
付
し
ま
す
。
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国登録有形文化財・旧野村家住宅離れ（行在所）開放中！
◆問合先 歴史民俗資料館（☎64－9494）

町教育委員会では、国登録有形文化財・旧野村家住宅離れ（行在所）を４月から開放してい
ます。（庭園は積雪のため当面の間見学できません）
ご見学は無料・事前申込なしでどなたでもできますので、ぜひお立ち寄り下さい。

青森開港４００年・日本遺産「北前船寄港地」ＰＲパネル展
開 催

◆問合先 歴史民俗資料館（☎64－9494）

■会 期 ４月１９日（土）～５月２９日（木）
■会 場 ＪＲ青森駅 東西自由通路 ※２４時間見学（通行）可
■内 容 みなとまち・あおもり誕生４００年ＰＲパネル、北前船日本遺産北海道・青

森ブロック７自治体の紹介パネル展示等
■見学料等 見学無料・申込不要

鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町教育委員会が連携し実施している日本遺産３港連携事業の一
環で、青森開港４００年を迎える青森市と連携し、下記のとおりパネル展を開催します。
パネル展では港町青森の歴史と、日本遺産「北前船寄港地」に認定されている北海道・青森

県の寄港地紹介や文化財を紹介するパネル展示を行います。
見学無料ですので、ご興味のある方はぜひ会場へお越しください。

【ＪＲ青森駅東西自由通路】 【展示パネル】 【北海道・青森県寄港地の紹介】

◆場 所 野辺地町役場 敷地内
◆開放期間 ４月１日～１１月３０日

（※冬季間は閉園）
◆開放時間 ９時～１６時半
◆見 学 料 無料
◆貸切利用 会議やサークル活動等の場と

して、建物は無料で貸出して
います。建物の利用を希望す
る方は、問合先へご連絡くだ
さい。
※利用希望日の１週間前まで
にご連絡ください。

※お車でお越しの際、駐車場は野辺地町役場駐
車場をご活用ください。

旧
野
村
家
住
宅
離
れ
（
行
在
所
）
は
、
廻
船
問
屋
の
豪
商
・

野
村
治
三
郎
の
別
宅
で
、
１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）
の
明

治
天
皇
が
巡
幸
さ
れ
た
時
に
、
御
宿
泊
さ
れ
ま
し
た
。
１
８

９
０
年
（
明
治
２
３
年
）
の
大
火
で
焼
失
後
に
、
同
一
設
計

で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

旧野家住宅れ（行在所）旧野家住宅れ（行在所）

建物内部の建物内部の
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４
月
29
日
（
火
）「
昭
和
の
日
」

は
、
祝
日
開
館
を
行
い
ま
す
。

開
館
時
間
は
、

９
時
か
ら
17
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。

区分

町村別

令和７年 昨年
前年比

２月中(単月) ２月末(累計) ２月末(累計)
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 2 0 3 2 0 3 1 0 1 ＋1 ＋0 ＋2
横 浜 町 0 0 0 1 0 2 3 0 3 －2 ＋0 －1
六ヶ所村 1 0 1 3 0 3 3 0 3 ＋0 ＋0 ＋0
合 計 3 0 4 6 0 8 7 0 7 －1 ＋0 ＋1

令和７年２月末の交通人身事故発生状況(野辺地警察署)

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書 名 著 者 名

２０２５年日本国際博覧会 大阪・関西万博 公式ガイドブック JTBパブリッシング
猫の刻参り 三島屋変調百物語拾之続 宮 部 みゆき
月とアマリリス 町 田 そのこ
世界９９ 上・下 村 田 沙耶香

本 の 展 示
・本屋大賞ノミネート作及び過去の受賞作展

４／１（火）～４／２７（日）
・大阪万博

４／１５（火）～４／２７（日）

●
英
会
話
ク
ラ
ブ

２
日
・
９
日
・
23
日
（
水
）

15
時
～
16
時
（
中
央
公
民
館
）

第
２
・
４
水
曜
日

講
師
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
ほ
か

●
朗
読
の
会
「
秋
桜
」

10
日
（
木
）
10
時
～

定
例
会
（
中
央
公
民
館
）

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

16
日
（
水
）
14
時
～
14
時
半

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
７
か

月
児
検
診
）

【図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】

今
月
の
休
館
日

７
日
（
月
）、
14
日
（
月
）、

21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）

30
日
（
水
）

※
30
日
は
、
館
内
整
理
日
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

期間中、本を借りてスタンプを２０冊分集
めた方に粗品を差し上げます。
期間 ４月２３日（水）～５月２９日（木）

※休館日を除く
対象 町民

こどもの読書週間（４/２３～５/２９）行事

おはなし工房
日 時：４月１９日（土）１４時１５分～
対 象：４～１２歳 ※幼児は、保護者同伴
内 容：絵本の読み聞かせと工作会
ところ：２階視聴覚室
参加料：無料
定 員：８名

※要申込み
申込先：図書館

「第１７回MOE絵本屋さん大賞」受賞絵
本や、おすすめのこどもの本を展示、貸出し
ます。
期間 ４月２３日（水）～５月２９日（木）

※休館日を除く

春の読書deスタンプラリー こどもの読書週間おすすめ本
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





































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 




































『未来につなげる幸せを創る』
NO44.「偶然の出会い｣

こんにちは、町長の野村です。
「盛岡てがみ館」を観てきました。何か目的が
あってという訳ではなく、どんな展示館なのだろ
うと少しの興味からでした。
館名が示すように盛岡にゆかりの方々の書簡を
収集、研究、展示する施設です。学校の教室１つ
分くらいの展示室でした。
そのなかに野邊地天馬（のべちてんま）という
人の手紙や寄稿文があり、野辺地町ゆかりの方か
と嬉しくなりました。
天馬さんは、キリスト教の伝道師と児童文学者
で、祖父の代に野辺地町から移住され、盛岡中学
（現岩手県立盛岡第一高校）に進学されました。

明治１８年生まれなので、移住は江戸時代の藩政
期ということになります。盛岡中学の同級生には
石川啄木がいました。啄木の父は野辺地常光寺の
住職をしていたことがあり、縁がつながったと驚
きました。啄木は常光寺に逗

とう
留
りゅう
していたことも

あり、愛宕公園に歌碑があることはご存じのとお
りです。
たまたま訪れたところに野辺地町との所縁を発
見できたことは、とても良い体験でした。

皆さんまいどです。
地域おこし協力隊の横井さくらです。

えらい早いもんでもう４月ですね。
おかげさまで私も大阪から野辺地町に来させて
もろてから５年目になりましたでぇ。
ここへ来る前は、野辺地町ってどんなとこやろ
か？雪がどえらい降るいうし、寒さに耐えられる
んやろか？雪はたまにスノボしに長野に行く時く
らいしか見たことないさかい、車の運転はちゃん
とできるんかいな？ほんで大阪人は派手好きや
し、なんや（なんだか）いつもせかせかしてるさ
かい、変わった奴やていじめられへんやろか？と
心配してましてんけど、この町の皆さんはめっ
ちゃ好奇心旺盛で、家族みたいに接してくれるし、
あれやこれやと教えてくれて、想像してたんと全

然違いましてん！おかげでホームシックはゼロ
やったでぇ。
今まで野辺地町に居れたんもみなさんのおかげ
やねん。おおきにやでぇ。４月からも引き続き野
辺地町や観光協会におりますよってに、これから
もよろしくおたのもうします。

おしおしおし その㊸ 『野辺地町５年目なったでぇ』

愛宕公園にある石川啄木の歌碑

町
で
は
、
広
報
の
へ
じ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
規
格
・
料
金
（
ひ
と
月
分
）

◇
一
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
横
約
18
・

５
㎝
）

１
６
，
０
０
０
円

◇
二
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
約
９
㎝
）

８
，
０
０
０
円

◆
発
行
部
数
・
配
布
先

「
広
報
の
へ
じ
」は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
５
，
８
０
０

部
発
行
し
、
町
内
を
中
心
に
各
家
庭

や
公
共
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
配
布

し
ま
す
。

◆
発
行
回
数

月
１
回
（
年
12
回
）

◆
申
込
方
法

掲
載
希
望
月
の
前
月
の
１
日
ま
で

に
、
申
込
書
と
掲
載
を
希
望
す
る
規

格
で
作
成
し
た
原
稿
の
デ
ー
タ
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

◆
そ
の
他

町
で
は
、
掲
載
す
る
広
告
に
一
定

の
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
広
告
掲

載
を
お
考
え
の
方
は
、
必
ず
事
前
に

「
野
辺
地
町
有
料
広
告
掲
載
基
準
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
合
先
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
先

総
務
課
（
内
線
２
０
７
）

広
報
の
へ
じ
に
広
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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【
野
辺
地
の
愛
宕
公
園
】…
愛
宕
山
に
設
置
さ
れ
て
い
る
都
市
公
園
。
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
１
９
０
９（
明
治
42
）

年
に
町
営
の
公
園
と
し
て
整
備
が
始
ま
っ
た
。
以
後
、
町
や
有
志
等
に
よ
り
植
樹
や
遊
歩
道
の
整
備
等
が
行
わ
れ
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）

年
ま
で
に
現
在
の
施
設
等
が
整
備
さ
れ
た
。
展
望
台
か
ら
は
町
を
一
望
で
き
る
。
園
内
に
は
約
７
百
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
桜
の
景
勝
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
期
に
建
立
さ
れ
た
松
尾
芭
蕉
句
碑
を
始
め
と
し
た
数
多
く
の
文
化
財
が
点
在
し
て
い
る
。

【
解
説
】

当
町
の
愛
宕
公
園
は
、
高
さ
65
ｍ

の
愛
宕
山
に
あ
る
公
園
で
す
。
江
戸

時
代
の
地
図
に
ア
タ
ゴ
と
い
う
地
名

が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
１
８
２

９
（
文
政
12
）
年
に
当
町
の
俳
人
達

に
よ
り
松
尾
芭
蕉
句
碑
が
建
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
約

２
０
０
年
前
か
ら
町
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

愛
宕
山
が
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

始
め
た
の
は
、
１
９
０
９
（
明
治
42
）

年
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
公
園
設
計

の
先
駆
者
・
長
岡
安
平
に
依
頼
し
、

町
営
公
園
と
し
て
本
格
的
な
整
備
が

始
ま
り
ま
し
た
。
長
岡
氏
は
大
通
公

園
（
札
幌
市
）
等
の
設
計
を
行
っ
た

人
物
で
す
。
以
降
、
愛
宕
山
は
自
然

公
園
と
し
て
植
樹
や
遊
歩
道
の
整
備

等
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
現
在

の
形
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
３
（
平

成
５
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

公
園
内
の
桜
や
つ
つ
じ
等
は
、
公

園
を
豊
か
に
し
よ
う
と
町
や
町
民
が

植
樹
し
て
き
た
も
の
で
す
。
１
９
６

８
（
昭
和
43
）
年
の
明
治
百
年
を
記

念
し
た
植
樹
祭
で
は
３
百
本
の
桜
や

梅
の
木
が
植
え
ら
れ
、
１
９
８
４
（
昭

和
59
）
年
に
は
公
園
創
立
百
年
を
記

念
し
、
ツ
ツ
ジ
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

先
人
た
ち
の
公
園
へ
の
親
し
み
や
愛

着
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
現
在
の

自
然
豊
か
な
公
園
を
作
り
上
げ
た
の

で
し
ょ
う
。

町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園

は
、
時
代
に
応
じ
て
様
々
な
活
用
が

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
運
動

会
や
ス
キ
ー
大
会
を
行
う
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
は
散
歩

や
花
見
等
で
幅
広
い
年
代
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
内
に
は
花

鳥
号
銅
像
等
の
文
化
財
も
点
在
し
て

い
ま
す
。
春
の
お
散
歩
に
、
愛
宕
公

園
を
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。（

文
責
・
資
料
館

山
崎
）

【写真①御膳水と巌泉閣
がんせんかく

撮影：不明】
公園入口にあった巌泉閣と御膳水。巌泉閣は明治25、
6年ごろに建築された茶亭で、町の旦那衆や国会議員
等の要人が会合の場として活用しました。

【写真②植樹の様子 撮影：1968（昭和43）年】
明治100年記念植樹祭の様子。明治に整備が始まった
愛宕公園を更に良くするため、町長を始めとした町民
らが桜や梅を植えました。

【写真③町民運動会 撮影：1964（昭和39）年】
かつて行われていた町民運動会の様子。愛宕公園は
グラウンドとして利用され、町民運動会のほか小中学
校等の運動会も開催されていました。

【写真④花見へ向かう人々
撮影：1972（昭和47）年】
公園入口から御膳水へ向かう道が撮影
されています。わかりにくいですが桜
が咲いており、花見へ向かう子どもら
の様子が写っています。
当時の野辺地小学校は旧校舎で、撮影
されている道路付近に校門があったた
め、学校帰りに桜を見学するにはうっ
てつけだったのかもしれません。

【写真⑤スキーの様子 撮影：1962（昭和37）年】
かつて行われた愛宕公園でのスキー大会の様子。公園内
のグラウンドや斜面が利用されたコースが設定されたそ
うです。また、ジャンプ台もありました。

ち野辺地 )ち野辺地 )
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＊ 総 合 健 康 相 談 ＊
保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日 程 木曜日(祝日除く) ◆時 間 ８時半～17時
☎ 080－1142－8080（保健師直通）

＊ 傾 聴 サ ロ ン ＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日 程 ４月２３日(水)、５月１４日(水)、

５月３０日(金)
◆場 所 健康増進センター
◆時 間 １３時～１５時

※申込み不要。
時間内にいつでも
どうぞ。

精神保健に関する課題を抱える本人または
家族等を対象に、精神科医師、保健師がお話を
お伺いします。最近よく眠れない・怒りっぽ
い・落ち込みが激しい、等ご相談ください。

≪日 程≫ ４月１６日（水）
≪受付時間≫ １３時～１４時
≪場 所≫ 上十三保健所
≪住 所≫ 十和田市西二番町１０-１５
≪電 話≫ ０１７６-２３-４２６１
≪そ の 他≫ 予約制です。前日の午前中ま

でに電話で予約をお願いしま
す。

町に住所がある７５歳以上の方と、６５歳から７４歳で後期高齢者医療保険証をお持ちの方が対
象となります。申込み方法等は次のとおりです。詳しくはこれからお送りする案内をご確認くださ
い。

◆申込方法 実施医療機関に事前に電話等で予約してください。
◆実施期間 令和７年５月１日～令和８年３月３１日まで受診できます。

後期高齢者健康診査がはじまります！

≪精神保健福祉相談のお知らせ≫
献血にご協力いただける団体・企業を募集して
います！
ご協力いただける場合は、下記へご連絡いた
だきますようお願いいたします。
青森県赤十字血液センター
（０１７－７４１－１５１１）

骨髄バンクへの登録を
献血と併せて、骨髄バンクへの登録もお願い
しています。病気により正常な造血を行えな
い患者さんに対し、適合した方の骨髄・末梢血
幹細胞を提供していただくものです。
適合する確率は数百から数万分の一となっ
ており、多くの命を救うためにも皆さまのご協
力をお願いします。

献血協力事業所募集中

後期高齢者健康診査の案内は、４月末に郵送予定です。
受診の際、４月末にお送りする書類が必要となりますので、必ずご確認の上、ご不明な点は健
康づくり課までお問合せください。
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※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康づくり課までお問合せください。
※母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康づくり課にて発行します。事前にご予約のうえお越しください。

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
(080-1142-8080)

月～金曜日
８時半～17時

※担当不在の場合は
折返し対応します。

妊婦、産婦、育児中の方､
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
(080-1142-8080)

思春期はればれ相談
(080-1142-8080)

木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

(＃8000または
017－722－1152)

平日：午後７時～
翌朝午前８時

土曜：午後１時～
翌朝午前８時

日祝：午後８時～
翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます｡

日 事業名（対象者） 開始時間 場 所 備 考

3 ４か月児健診
（Ｒ６年１１月７日～１２月３日生まれ） ８時45分 野辺地病院

(小児科) 対象者には個別通知します。

14 １歳６か月児健診（Ｒ５年６月１２日～１０月１４日生まれ） ９時 健康増進
センター 対象者には個別通知します。

16

７か月児健診（Ｒ６年９月・１０月生まれ） 14時20分
健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。１０か月児健診（Ｒ６年６月生まれ） 13時20分

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 14時 前日までに申込が必要です。

野辺地町の令和５年度における妊婦さ
んの喫煙は０％でしたが、同居家族の喫煙
者は４２.２％と例年高い傾向が続いてい
ます。たばこには、ニコチンや一酸化炭素
など、有害な物質が数多く含まれており、
それらの有害物質によって、早産や低出生
体重、胎児発育遅延、常位胎盤早期剥離な
どを起こしやすくなり、胎児の発育に悪影
響を与えます。乳幼児突然死症候群の要
因になることもわかっています。
〇お腹の赤ちゃんをたばこの害から守る
ためにご家族みんなでできること
・妊婦さん自身は妊娠がわかったときか
ら禁煙する

・ご家族や周囲の方も、妊娠がわかったと
きから禁煙する（どうしても吸いたいと
きは屋外にする等、完全分煙に）

大切な妊婦さんと赤ちゃんを守るため
に、家族みんなで赤ちゃんを迎える準備の
一つとして、ぜひ禁煙にチャレンジしま
しょう。
※加熱式たばこなどの煙
やにおいの少ないたば
こも有害物質は含まれ
ているので、禁煙や分
煙が必要です。

すくすくアドバイス

～妊婦さんとたばこのおはなし～
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「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に

届
け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い

て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
届
け
出
の
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

（
２
月
受
付
分
）
町
民
課

白
濵

賢
治
さ
ん
(85
)金
沢
町

川
村

ヤ
ス
さ
ん
(98
)本

町

田
村

か
め
さ
ん
(97
)蟹

田

山
口

隆
之
さ
ん
(53
)金
沢
町

清
水
目
久
八
さ
ん
(86
)下
袋
町

小
原

か
つ
さ
ん
(98
)金
沢
町

三
上

せ
つ
さ
ん
(98
)金
沢
町

澤
谷
ト
ミ
ヱ
さ
ん
(98
)下
袋
町

三
浦

さ
み
さ
ん
(99
)馬
門
１

張
山
九
十
九
さ
ん
(81
)金
沢
町

松
山
與
一
郎
さ
ん
(98
)鳴

沢

遠
島

武
美
さ
ん
(86
)中
袋
町

令和７年度から実施しません。

有戸地区はまなす
ふれあいセンター

◆開設日：４月３日、７日、10日、
14日、17日、21日、
24日、28日

◆時 間：10時半～14時45分

※送迎はありませんのでご注意ください。
また、ご利用の際は感染症対策にご協力
ください。

大
髙

タ
キ
さ
ん
(84
)下
袋
町

端
村

ツ
ヨ
さ
ん
(100
)中
袋
町

福
嶋

ト
シ
さ
ん
(94
)城

内

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９
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日 曜 行 事 名

1 火 旧野村家住宅離れ（行在所）解放
（～１１月３０日）

2 水
3 木 健：４か月児
4 金 相：弁護士
5 土
6 日
7 月 町内小・中学校入学式
8 火 相：人権
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日

14 月 春の火災予防運動（～２０日まで）
健：１歳４か月児

15 火

16 水
傾聴サロン
相：年金
健：７か月・１０か月
相：みんなの子ども相談

17 木 めぐみの会

日 曜 行 事 名
18 金

19 土 ２０２５のへじ春まつり（～５月６日）
図：おはなし工房

20 日
21 月 児：避難訓練
22 火

23 水 児：支援拠点事業
傾聴サロン

24 木
25 金 柴崎地区健康レクリエーション施設オープン

26 土 児：新登録児を迎える会
図：おはなしサークル

27 日
28 月

29 火 昭和の日
第４５回ホタテ駅伝大会

30 水
〆：町県民税（随時）
国保・後期・介護（随時）

図：館内整理（休館）

※ 図：図書館 〆：納期限
健：健診児 児：児童館 相：相談

◆問合先
上十三・十和田湖広域定住自立圏
観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
☎0176－51－6771

定住自立圏観光ガイド
ＱＲコード

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

★横浜町
◆日本一の菜花摘み体験 in よこはま
・日 時 ４月１３日（日） 午前１０時予定
※菜花の成育具合により変更の場合有
・場 所 横浜町大豆田地区 自然苑付近

（横浜町大豆田９８－６４）
・内 容 １人６００円（菜花天ぷらそば付き）

会場にて配付する袋に菜花を詰め放題。
菜花を摘み終ったあとには菜花天ぷら蕎麦
をご提供します。
※先着２００名様限定（当日受付のみとな
ります。事前予約等はありません。）

・問 合 先 横浜町観光協会事務局
☎０１７５－７８－２１１１

圏域内のイベント
やモデルコースな
どの情報を公開し
ています。

★十和田市
◆十和田市春まつり
・日 時 ４月１９日（土）～５月５日（月）
・場 所 十和田市中央公園緑地など
・内 容 桜の開花に合わせ、十和田市役所展望テラ

スの解放と夜桜のライトアップを行いま
す。各種イベントも開催します。
◆４/１９（土）、２０（日）
桜流鏑馬（さくらやぶさめ）、
ステージイベント
◆４/２０（日）
桜と打ち上げ花火
※詳しくはＱＲコードからご覧ください。

・問 合 先 （一社）十和田奥入瀬観光機構
☎０１７６－２４－３００６
十和田商工会議所
☎０１７６－２４－１１１１

◆称徳館特別展
「～見て、知って～あおもりの生き物たち」
・日 時 ４月２６日（土）～６月１５日（日）

９時～１６時半（最終入館１６時）
・場 所 十和田市馬事公苑（駒っこランド）称徳館
・内 容 県内に生息する哺乳類、鳥類の剥製が称徳

館に大集合！※月曜休館（月曜日が祝日の
場合は翌平日が休館日）
■料金
一般 ３１０円 高校・大学生 １０５円
中学生以下 無料
※詳しくはＱＲコードからご覧ください。

・問 合 先 十和田市馬事公苑
☎０１７６－２６－２１００

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
時
刻
４
月
は
17
時






